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 1984-2024

2024年8月3日（土）─9月16日（月・祝）
9:30-17:00（入館は16:30まで）

休館日：毎週月曜日（8月12日／9月16日は開館）／8月13日（火）

観覧料：一般・大学生600（480）円／高校生300（200）円／小・中学生200（100）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金

福島県立美術館
〒960-8003福島市森合字西養山1番地／Tel: 024-531-5511／https://art-museum.fcs.ed.jp
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1984年7月に開館した福島県立美術館は今年40周年を迎えます。当初600点にも満たなかった

コレクションは、その後の活動のなかで数を増やしていき、現在は4,000点以上に上ります。

本展では、美術館のこれまでの歩みをコレクションや当時の資料とともに振り返ります。また、美術館

の活動や仕事についてもご紹介します。あなたにとって、福島県立美術館はどのようなところでしょうか? 

美術館のこれからについて、一緒に考えてみませんか?

関連イベント

交通情報

次回企画展の

ご案内

講演会1

絵のこと、生きること─私の『美術館』論─

講師：窪島誠一郎 氏（戦没画学生慰霊美術館「無言館」館主）

8月10日（土）｜14:00 -15:30｜会場：当館講堂

講演会2

福島県立美術館─コレクション事始め

講師：早川博明 氏（当館元館長）

9月1日（日）｜14:00 -15:30｜会場：当館講堂

※ 両講演会とも  定員：250名（申込不要、当日先着順、聴講無料）

担当学芸員によるギャラリートーク

9月7日（土）｜14:00 -15:00

会場：企画展示室（申込不要、企画展観覧券が必要です）

アートキューブでにぎやか鑑賞会

8月24日（土）／25日（日）／9月16日（月・祝）｜10:00-10:40

会場：企画展示室（各開催日の3日前までに電話またはHPでお申

し込みください。企画展観覧券が必要です）

トークフリーデー

9月16日（月・祝）｜展示室内での声の大きさを気にせず

ご家族やご友人とお話ししながら鑑賞を楽しめる日です。

ポップ・アート   世界を変えた4人

10月26日（土）→12月15日（日）

電車  JR福島駅東口より福島交通飯坂線→「美術館図書館

前駅」下車（徒歩2分）

バス  JR福島駅東口より福島交通バス9番のりば、市内循環

ももりん2コース→「県立美術館入口」下車（徒歩3分）

タクシー JR福島駅東口／西口より約5分

車  東北自動車道福島飯坂 ICより約15分、福島西 ICより約

20分（無料駐車場約100台）

websiteinstagramX

第4章｜たのしむ
アートに触れ、親しむ

第2章｜あつめてみせる
当館の収集方針と展示、コレクションの広がり

第3章｜まもる
コレクションを未来に伝えるために

第1章｜はじまり｜開館の経緯と建築
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［チラシ表面作品］　1：クロード・モネ《ジヴェルニーの草原》1890年｜2：ベン・シャーン《一行の詩のためには･･･：リルケ『マルテの手記』より  愛にみちた多くの夜の回想》1968年 © Estate of Ben Shahn / VAGA at ARS, NY / JASPAR, 

Tokyo 2024 E5645｜3：酒井三良《雪に埋もれつつ正月はゆく》1919年（修復後）｜4：アンドリュー・ワイエス《松ぼっくり男爵》1976年 © 2024 Wyeth Foundation for American Art/ ARS, NY/ JASPAR, Tokyo E5645｜5：関根正二

《姉弟》1918年｜6：斎藤清《会津の冬（57）》1982年 ©Hisako Watanabe   すべて当館蔵

福島県立美術館 外観 大髙建築設計事務所

福島県立美術館建設工事 屋根状図 1:200／1982年

ポール・ゴーギャン《ブルターニュの子供》1889年

佐藤玄 （々朝山）《牝猫》1928年  横井美惠子コレクション

速水御舟《女二題  其二》1931年

岸田劉生《静物（白き花瓶と台皿と林檎四個）》1918年

修復の様子 福島県立美術館アートカード


